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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ワイシャツ類やブラウスシャツ類において、
長袖先端の外側又は内側又は縁辺いずれかの両端に渡り単数又は複数のいずれかの接合部
材を接続し
又は長袖先端の外側又は内側いずれかの両端に渡り帯形状部材を袖先端から突出して接続
し
該帯形状部材の外側又は内側又は縁辺いずれかの両端に渡り単数又は複数いずれかの接合
部材を接続し
布形状部材で袖口を構成し
該袖口の長袖側の外側又は内側又は縁辺いずれかの両端に渡り単数又は複数いずれかの接
合部材を接続し
又は該袖口長袖側の外側又は内側又は縁辺いずれかの両端に渡り帯形状部材を接続し
該帯形状部材の外側又は内側又は縁辺いずれかの両端に渡り単数又は複数いずれかの接合
部材を接続し
長袖の接合部材と袖口の接合部材をそれぞれ接合離反自在に接合して該袖口を該長袖に着
脱自在に接合し
袖口の外側と内側の全周に渡り接合部材カバーを設ける
又は
長袖先端の外側と内側の全周に渡り接合部材カバーを設ける
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又は
袖口と長袖先端の外側と内側の全周に渡り接合部材カバーを設ける
ことを特徴とする、ワイシャツ類やブラウスシャツ類袖口交換シャツ。
【請求項２】
前記長袖を任意の部位で切断し本体側袖と袖先側袖を構成し
本体側袖の内側全周に渡り接合部材カバーを設ける
ことを特徴とする、請求項１に記載のワイシャツ類やブラウスシャツ類袖口交換シャツ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、主に汚れるワイシャツやブラウスシャツの袖口を交換可能にしているワイシ
ャツやブラウスシャツの袖口交換シャツに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、袖口が汚れたワイシャツやブラウスシャツでは本体ごと洗濯したりクリーニング
店に出していた。（特許文献１参照） 
【特許文献１】特開２００１－３３６０１１号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　そのために次のような問題点があった。
　持ち主の経済的負担増や、洗剤による環境汚染が増大していた。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　請求項１によれば、
ワイシャツ類やブラウスシャツ類において、
長袖先端の外側又は内側又は縁辺いずれかの両端に渡り単数又は複数のいずれかの接合部
材を接続し
又は長袖先端の外側又は内側いずれかの両端に渡り帯形状部材を接続し
該帯形状部材の外側又は内側又は縁辺いずれかの両端に渡り単数又は複数いずれかの接合
部材を接続し
布形状部材で袖口を構成し
該袖口の長袖側の外側又は内側又は縁辺いずれかの両端に渡り単数又は複数いずれかの接
合部材を接続し
又は該袖口長袖側の外側又は内側又は縁辺いずれかの両端に渡り帯形状部材を接続し
該帯形状部材の外側又は内側又は縁辺いずれかの両端に渡り単数又は複数いずれかの接合
部材を接続し
長袖の接合部材と袖口の接合部材をそれぞれ接合離反自在に接合して該袖口を該長袖に着
脱自在に接合することを特徴とする。
　請求項２によれば　
前記長袖先端の外側又は内側又は縁辺いずれかの両端に渡り帯形状部材を接続し
該帯形状部材の外側両端と長袖先端の内側略中央に接合部材を接続し
前記袖口の内側両端に接合部材を接続し内側略中央に長切片の一方端を接続し他方端を遊
離して該袖口の端より突出し上面に接合部材を接続し
長袖側の接合部材と袖口側の接合部材をそれぞれ接合離反に接合し
又は
前記長袖先端の外側又は内側又は縁辺いずれかの両端に渡り帯形状部材を接続し
該帯形状部材の外側両端と内側略中央に接合部材を接続し
前記袖口の内側両端に接合部材を接続し内側略中央に短切片の一方端を接続し他方端を遊
離して上面に接合部材を接続し
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又は
前記長袖先端の外側又は内側又は縁辺いずれかの両端に渡り帯形状部材を接続し
該帯形状部材の外側両端と長袖先端の内側略中央に接合部材を接続し
前記袖口の内側両端に接合部材を接続し内側略中央に長接合部材の一方端を接続し他方端
を遊離して該袖口の端より突出し
長袖側の接合部材と袖口側の接合部材をそれぞれ接合離反に接続し
又は
前記長袖先端の外側又は内側又は縁辺いずれかの両端に渡り帯形状部材を接続し
該帯形状部材の外側両端と内側略中央に接合部材を接続し
前記袖口の内側両端に接合部材を接続し内側略中央に短接合部材の一方端を接続し他方端
を遊離し
長袖側の接合部材と袖口側の接合部材をそれぞれ接合離反に接続し
又は
前記長袖先端の外側又は内側又は縁辺いずれかの両端に渡り接合部材を接続し
前記袖口の外側又は内側又は縁辺いずれかの両端に渡り接合部材を接続し　　　
前記袖口と前記長袖を着脱自在に接合することを特徴とする。
　請求項３によれば　
前記長袖を任意の部位で切断し本体側袖と袖先側袖に分離し
袖先側の袖先端に前記袖口を設け
本体側袖の先端の内側又は外側又は縁辺いずれかの全周に渡り単数又は複数いずれかの接
合部材を設け
袖先側袖の本体側先端の内側又は外側又は縁辺いずれかの全周に渡り単数又は複数いずれ
かの接合部材を設け
それぞれの接合部材を着脱自在に接合して前記本体側袖と前記袖先側袖を着脱自在に接合
することを特徴とする。
　請求項４によれば
前記接合部材に面ファスナー類又は線ファスナー類又はホック類を用いることを特徴とす
る。   
　請求項５によれば　
前記接合部材の外側又は内側又は外側と内側のいずれかに接合部材を覆う覆い部材を設け
ることを特徴とする。
　請求項６によれば
前記袖口の先端を外側に折り返し二重にする又は二重にした上側を接合部材を覆う覆い部
材として用いることを特徴とする。
　請求項７によれば
前記袖口の先端又は上面又は二重袖口の上側上面のいずれかに装飾部材を単数又は複数の
いずれかを設けることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００５】
　取り外した袖口のみを洗濯し、ワイシャツ類やブラウスシャツ類の本体の洗濯回数を減
少できる。
　出張勤務などで、ワイシャツ類やブラウスシャツ類を多く携行する必要がなくなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　以下、本発明の実施の形態を説明する。
　図１（Ａ）は、ワイシャツ類やブラウスシャツ類の袖Ａの、長袖の袖先端Ｅ縁辺又は内
側又は外側のいずれかの両端に渡り帯形状部材１を、袖先端Ｅより突出して設け、
該帯形状部材１の外側両端に渡りに袖側接合部材２（接合離反テープ類）を設け、
布形状部材で交換袖口３を構成し、交換袖口３後端袖側の内側両端に渡り袖口接続部材４
（接合離反テープ類）を設け、
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それぞれの接合部材（接合離反テープ類）を接合離反自在に接合して交換袖口３を、帯形
状部材１外側に着脱自在に接合し、
この際、袖口接続部材４（接合離反テープ類）は、交換袖口３後端袖側の縁辺に合致して
設けてもよく、又は縁辺より先端側に設けて、縁辺と袖口接続部材４（接合離反テープ類
）の間に間隔を設けると、袖口接続部材４（接合離反テープ類）が交換袖口３後端より見
えず外観がよくなり、
（Ｂ）は、袖先端Ｅより突出して設けた帯形状部材１の内側両端に渡り袖側接合部材２（
接合離反テープ類）を設け、
交換袖口３後端の外側両端に渡り袖口接続部材４（接合離反テープ類）を設け、
それぞれの接合部材（接合離反テープ類）を着脱自在に接合して交換袖口３を帯形状部材
１の内側に接合し、
（Ｃ）は、袖先端Ｅより突出して設けた帯形状部材１の外側に袖側接続部材２（接合離反
テープ類）を複数設け、
交換袖口３の内側に袖口接続部材４（接合離反テープ類）を複数設けて、交換袖口３を帯
形状部材１の外側に着脱自在に接合し、この際、袖口接続部材４（接合離反テープ類）は
、交換袖口３後端袖側の縁辺に合致して設けてもよく、又は縁辺より先端側に設けて、縁
辺と袖口接続部材４（接合離反テープ類）の間に間隔を設けると、袖口接続部材４（接合
離反テープ類）が交換袖口３後端より見えず外観がよくなり、
【０００７】
（Ｄ）は、袖先端Ｅより突出して設けた帯形状部材１の内側に袖側接続部材２（接合離反
テープ類）を複数設け、
交換袖口３の外側に袖口接続部材４（接合離反テープ類）を複数設けて、交換袖口３を帯
形状部材１の内側に着脱自在に接合し、
（Ｅ）は、袖先端Ｅの外側に、袖側接合部材２（接合離反テープ類）を単数又は複数いず
れかを設け、交換袖口３の袖先端Ｅ側の内側に、袖口接続部材４を単数又は複数いずれか
設け、交換袖口３を袖先端Ｅに着脱自在に接続し、
この際、袖口接続部材４（接合離反テープ類）は、交換袖口３後端袖側の縁辺に合致して
設けてもよく、又は縁辺より先端側に設けて、縁辺と袖口接続部材４（接合離反テープ類
）の間に間隔を設けると、袖口接続部材４（接合離反テープ類）が交換袖口３後端より見
えず外観がよくなり、
【０００８】
（Ｆ）は、袖先端Ｅの内側に、袖側接合部材２（接合離反テープ類）を単数又は複数いず
れかを設け、交換袖口３の袖先端Ｅ側の外側に、袖口接続部材４を単数又は複数いずれか
設け、交換袖口３を袖先端Ｅに着脱自在に接続し、
（Ｇ）は、袖先端Ｅの縁辺に、袖側接合部材２を設け、交換袖口３の袖先端Ｅ側の縁辺に
、袖口接続部材４を設け、交換袖口３を袖先端Ｅに着脱自在に接続し、
接続部材に接合離反テープ類を用いると、ワイシャツ類やブラウスシャツ類の本体や帯形
状部材１や該帯形状部材１を洗濯して収縮や変形した際、多少のずれが生じても接続可能
となり、
【０００９】
この際、袖口接続部材４（接合離反テープ類）に線ファスナー（ジッパー）４５を用いる
て、縁辺より先端側に接続し、縁辺と袖口接続部材４（接合離反テープ類）の間に間隔を
設けると、縁辺近傍が袖口接続部材４（接合離反テープ類）線ファスナー（ジッパー）４
５を覆い、交換袖口３後端より見えず外観がよくなり、
（Ｈ）は、袖先端Ｅより突出して設けた帯形状部材１と交換袖口３に、ホック形状接合部
材５５を、それぞれ複数設けており、ホック形状接合部材５５の凹凸は、袖先端Ｅと交換
袖口３のどちらに設けてもよく、
この際、ホック形状接合部材５５は、交換袖口３後端袖側の縁辺に合致して設けてもよく
、又は縁辺より先端側に設けて、縁辺とホック形状接合部材５５の間に間隔を設けると、
帯形状部材１が交換袖口３後端より見えず外観がよくなり、
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【００１０】
（Ｉ）は、ホック形状接合部材５５を、袖先端Ｅと交換袖口３に設けており、ホック形状
接合部材５５の凹凸は、袖先端Ｅと交換袖口３のどちらに設けてもよく、
（Ｊ）は、袖先端Ｅより突出して設けた帯形状部材１の外側に凸部材６４を設け、交換袖
口３の内側に凹部材６６を設け（図１１（Ｈ）参照）、
この際、交換袖口３の縁辺より先端側に凹部材６６を接続し、縁辺と凹部材６６の間に間
隔を設けると、縁辺近傍が帯形状部材１を覆い、交換袖口３後端より見えず外観がよくな
り、
【００１１】
図２（Ａ）は袖先端Ｅの略中央内側に袖中央接続部材３５を設け、袖先端Ｅより突出して
設けた帯形状部材１の両端外側に袖側接続部材２（接合離反テープ類）を設け、交換袖口
３の袖側内側に交換袖口接続部材１０（接合離反テープ類）を設け、
交換袖口３の略中央に長切片８の一方端の基部を接続部９で接続し他方端を交換袖口の端
より突出し該突出部位上面に、長切片接続部材７（接合離反テープ類）を設け、
左右端内側に交換袖口接続部材１０（接合離反テープ類）を設け、
袖中央接続部材３５（接合離反テープ類）と長切片接続部材７（接合離反部材類）を接合
し、袖側接続部材２と交換袖口接続部材１０を、
【００１２】
それぞれ接合して交換袖口３を帯形状部材１（接合離反テープ類）の外側に着脱自在に接
合すると、
交換袖口中央部５が帯形状部材１の袖側帯部材中央部５に密着し交換袖口３と帯形状部材
１が一体に密着する状態になり、
長切片８の一方端を接続する際、交換袖口３の端部よりやや前方に接続部９を設けて長切
片８の突出部位と交換袖口３の内側に隙間を設け、
【００１３】
（Ｂ）は、（Ａ）を接続した際の断面図で、交換袖口３と長切片８の間に帯形状部材１を
挟み込む状態に、交換袖口３が帯形状部材１に接合され、
（Ｃ）は、袖先端Ｅより突出して設けた帯形状部材１の内側略中央に帯中央接続部材６１
を設け外側両端に袖側接続部材２を設け、交換袖口３の内側両端に交換袖口接続部材１０
を設け、
略中央内側に短切片６２の一方端を接続部９で接続し、他方端を遊離し上面に短切片接続
部材６３を設け、
それぞれの接続部材を着脱自在に接続して、交換袖口３を帯形状部材１に接続し、
（Ｄ）は、（Ｃ）の接続した際の断面図で、交換袖口３と短切片６２の間に、帯形状部材
１を挟み込む状態に、交換袖口３が帯形状部材１に接合され、
【００１４】
図３（Ａ）は、ワイシャツ類やブラウスシャツ類の袖Ａの長袖の袖先端Eの略中央内側に
袖中央接続部材３５（接合離反テープ類）を設け、
袖先端Ｅより突出して設けた帯形状部材１の両端外側に袖側接続部材２（接合離反テープ
類）を設け、
交換袖口３の両端内側に袖口接続部材４（接合離反テープ類）を設け、
交換袖口３中央部に長接続部材１４（接合離反テープ類）の一方端を接続部９で接続し他
方端を交換袖口３の端より突出して設け、
長接続部材１４（接合離反テープ類）の一方端を交換袖口３に接続部９で接続する際、
交換袖の端部よりやや前方に接続部９を設けて長接続部材１４（接合離反テープ類）の突
出部位と交換袖口３の端との間に、隙間を設け、
【００１５】
（Ｂ）は、袖中央接続部材３５（接合離反テープ類）と長接続部材１４（接合離反テープ
類）を接続し、
袖側接続部材２（接合離反テープ類）と袖口接続部材４（接合離反テープ類）をそれぞれ
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接続して、
帯形状部材１と交換袖口３を着脱自在に接続した状態で、交換袖口３と長接続部材１４（
接合離反テープ類）との間に袖側帯部材中央部１２を挟み込む状態に、交換袖口３が帯形
状部材１に接合され、（（Ｃ）参照））
長接続部材１４（接合離反テープ類）で袖方向に交換袖口３を牽引し、
同時に交換袖口３を引き下げて袖口接続部材４（接合離反テープ類）を袖側接続部材２（
接合離反テープ類）に接合すると、
交換袖口３が帯形状部材１に密着するので、帯形状部材１と交換袖口３が一体化するので
外観がよくなり、
【００１６】
（Ｃ）は、ＢーＢ断面で、交換袖口３下面と長接続部材１４（接合離反テープ類）上面の
間に帯形状部材１が挟まれて、
袖接続部材１１（接合離反テープ類）と長接続部材１４（接合離反テープ類）が接合し、
図４（Ａ）は、交換袖口３の両端内側に交換袖口接続部材１０（接合離反テープ類）を設
け、
短切片接続部材１６の一方端を、交換袖口の交換袖口中央部のやや奥に接続部９を設けて
接続し、短切片接続部材１６と交換袖口３の下面との間に隙間を設けて構成し、
袖先端Ｅより突出して設けた帯形状部材１の略中央内側に袖側中央接続部材１５（接合離
反テープ類）を設け外側両端に袖側接続部材２（接合離反テープ類）を設け、
袖側中央接続部材１５（接合離反テープ類）と短切片接続部材１６（接合離反テープ類）
を接続すると、
短切片接続部材１６（接合離反テープ類）と交換袖口３の間に帯形状部材１が挟まれて着
脱自在に接続され、
【００１７】
（Ｂ）は、（Ａ）のAーA断面で、隙間１８を構成し、
（Ｃ）は、帯形状部材１と交換袖口３を接合した状態の断面で、
袖側中央接続部材１５（接合離反テープ類）と短切片接続部材１６（接合離反テープ類）
を接続して、
隙間１８に帯形状部材１を嵌入し、交換袖口３と帯形状部材１を接続した状態で、
交換袖口３が帯形状部材１に密着し外見上一体の状態となるので都合がよい。
（Ｄ）のように、交換袖口３に短切片１７を接続部９で接続して、短切片１７に短切片接
続部材１６を設けてもよく、
【００１８】
図５（Ａ）は、ワイシャツ類やブラウスシャツ類の袖Ａの長袖先端Ｆの縁辺両端に渡り帯
形状部材１を設け、
袖先端Ｅより突出して設けた該帯形状部材１の両端に渡り、線ファスナー（ジッパー）４
５の二分離した一方のファスナー布部分３６を接続し、
又は長袖先端Ｆと交換袖口３の接合部位に接合離反テープ部材を設けてもよく、
（Ｂ）は、ワイシャツ類やブラウスシャツ類の袖Ａの長袖先端Ｆの縁辺両端に渡り、線フ
ァスナー（ジッパー）４５の二分離した一方のファスナー布部分３６を接続し、
【００１９】
（Ｃ）は、 交換袖口３の袖側端の縁辺両端に渡り、二分離した線ファスナー（ジッパー
）４５の他方のファスナー布部分３６を接続し、
接合面４４を、（Ａ）又は（Ｂ）のいずれかの接合面４４に着脱自在に接続することで、
交換袖口３と長袖先端Ｆが接続され、
又は長袖先端Ｆと交換袖口３の接合部位に接合離反テープ部材を設けてもよく、
（Ｄ）は、（Ｂ）と（Ｃ）を接合し、長袖先端Ｆの接合面４４と交換袖口３の接合面４４
をそれぞれ着脱自在に接合した線ファスナー（ジッパー）４５の状態で、
（Ｅ）は、 （Ａ）と（Ｃ）を接続した際の断面で、
（Ｆ）は、（Ｄ）の断面で、
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【００２０】
図６（Ａ）は、交換袖口３を設けたワイシャツ類やブラウスシャツ類Ａの長袖を任意の部
位で切断し、
切断された本体側袖２３先端の内側全周に本体側接合部材（ファスナー類）２５を設け、
又は本体側袖２３に半袖のワイシャツ類やブラウスシャツ類Ａを用いてもよく、
この際、本体側袖２３先端縁辺より本体側に、間隔を設けて本体側接合部材（ファスナー
類）２５を設けると、本体側袖２３先端縁辺近傍が、袖口側袖接合部材(接合離反テープ
類)２６を覆い外見がよくなり、
交換袖口３の袖口側袖２４の本体側袖２３の先端外側全周に、袖口側袖側接合部材（ファ
スナー類）２６を設け、
【００２１】
本体側接合部材（ファスナー類）２５と袖口側袖側接合部材（ファスナー類）２６を
着脱自在に接合して本体側袖２３と袖口側袖２４を接合離反自在に接合する途中の図で、
又、幅広く、本体側接合部材（ファスナー類）２５を設けておくと、袖口側袖側接合部材
（ファスナー類）２６との接合部位を移動可能となり、袖口側袖２４の長さを調節可能と
なり、
（Ｂ）は、本体側袖２３の内側に本体側接合部材(接合離反テープ類）２５を複数設け、
袖口側袖２４の外側に、本体側接合部材(接合離反テープ類）２５に相対して複数の袖口
側袖接合部材(接合離反テープ類)２６を配置して設けて着脱自在に接続し、
又、幅広く、本体側接合部材（ファスナー類）２５を設けておくと、袖口側袖側接合部材
（ファスナー類）２６との接合部位を移動可能となり、袖口側袖２４の長さを調節可能と
なり、
【００２２】
（Ｃ）は、本体側袖２３の内側で、上側半分に単数の本体側接合部材(接合離反テープ類
）２５を設け、
下側半分に複数の本体側接合部材(接合離反テープ類）２５設け、
袖口側袖２４の外側に、本体側袖２３のそれぞれの本体側接合部材(接合離反テープ類）
２５に相対して、
袖口側袖接合部材(接合離反テープ類)２６を設けて着脱自在に接続し、
又、幅広く、本体側接合部材（ファスナー類）２５を設けておくと、袖口側袖側接合部材
（ファスナー類）２６との接合部位を移動可能となり、袖口側袖２４の長さを調節可能と
なり、
【００２３】
（Ｄ）は、本体側袖２３の先端と、袖口側袖２４の本体側袖２３の側に、帯形状部材１を
それぞれ縁辺の内側又は外側又は突出して設け、突出して設けると装飾部材としても活用
でき、
本体側袖２３の帯形状部材１の縁辺又は外側又は内側に、本体側接合部材(接合離反テー
プ類）２５を複数設け、又は単数設けてもよく、
袖口側袖２４の帯形状部材１の縁辺又は外側又は内側に、２６袖口側袖接合部材を複数設
け、又は単数設けてもよく、
本体側袖２３と袖口側袖２４を着脱自在にに接合して交換袖口を３交換し、
【００２４】
（Ｅ）は、本体側袖２３先端と袖口側袖２４の本体側袖２３側それぞれの縁辺又は外側又
は内側全周に、二分離するファスナー類１９を接続し、
本体側袖２３と袖口側袖２４それぞれの縁辺全周にいずれにも、帯形状部材１を縁辺より
突出して又は縁辺又は外側又は内側に設けて、
該帯形状部材１の縁辺より突出して又は縁辺又は外側又は内側に、
にファスナー類１９を設けてもよく、
この際、ファスナー類１９を本体側袖２３と袖口側袖２４それぞれの、縁辺より内側に接
続すると、縁辺近傍がファスナー類１９を覆い外見がよくなり、
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又は、それぞれの接合部材が接合離反テープ類であれば 、本体側袖２３と袖口側袖２４
を洗濯して収縮や変形した際、、多少のずれが生じても接続可能になり、
【００２５】
図７において、
（Ａ）は、接続部位に設ける覆いを示した断面図で、
チャックと称される線形状に開閉し二分割される接続部材のファスナーの、
袖口側接続部（ファスナー類）３７と帯側接続部（ファスナー類）３８の、
接続部９（以下「ファスナー類接続部９」という）の交換袖口３外側Ｂの袖口側接続部（
ファスナー類）３７近傍に、
接続部材カバー２０を設けてファスナー類接続部９を覆い、
（Ｂ）は、ファスナー類接続部９の交換袖口３の外側Ｂと内側Ｈの近傍に接続部材カバー
２０を設けて、ファスナー類接続部９を覆い、
【００２６】
（Ｃ）のように、接続部材カバー２０を帯形状部材１の帯形状部材１の外側Ｂ に接続し
てもよく、
（Ｄ）のように帯形状部材１のファスナー類接続部９の外側Ｂ と内側Ｈに接続してもよ
く、
（Ｅ）のように交換袖口３のファスナー類接続部９近傍の外側Ｂに接続部材カバーa２１
と帯形状部材１のファスナー類接続部９の近傍の外側に接続部材カバーb２２を設けてフ
ァスナー類接続部９を覆うのもよく、
（Ｆ）のように、交換袖口３と帯形状部材１のファスナー類接続部９近傍の外側Ｂと内側
Ｈに、接続部材カバーaと内側Ｈに接続部材カバーcと接続部材カバーbと内側Ｈに接続部
材カバーdを設けてもよく、
【００２７】
（Ｇ）は二枚の帯形状部材で構成され接合離反自在に構成された面ファスナー５３の接続
部９で、
接続部材カバー２０を交換袖口３外側Ｂの長袖Ｇ側に突出してに設けてもよく、
（Ｈ）のように、長袖Ｇ側に交換袖口３を突出して交換袖口後方突出部３９を設け
接合部材カバーに代用してもよく、
（Ｉ）は、ワイシャツ類やブラウスシャツ類の袖Ａの長袖を、任意の部位で切断し、本体
側袖Ｃと袖口側袖Ｄに分離して、袖口側袖Ｄと本体側袖Ｃを構成し、
本体側袖Ｃの先端内側に、本体側接続部材４０を設け、
【００２８】
袖口側袖Ｄの本体側の外側に、袖口側接続部材４１を設け、
袖口側袖Ｄを本体側袖Ｃに着脱自在に接続し、
本体側袖Ｃの内側Ｈで本体側接続部材４０の近傍に、接続部材カバー２０を設けて接合部
を覆い、
覆う目的は、接続部材カバー２０が皮膚に接触する不快感を軽減し、
又、袖口側袖Ｄを装着しない状態で、
ワイシャツ類やブラウスシャツ類の半袖シャツとして使用する際、本体側接続部材４０が
、人体腕の皮膚に接触する不快感を軽減し、
【００２９】
（Ｊ）は、本体側袖Ｃの先端に、接続部材カバー２０を設け、
接続部材接続部材２９と袖口側接続部材４１の接合部分を覆い外観がよくなり、
（Ｋ）は、接続部材カバー２０を本体側袖Ｃの先端に設けて内側Ｈに折り返して
接続部材接続部材２９を覆い、人体腕の皮膚に接触する不快感を軽減し、
（Ｌ）は本体側接続部材４０の近傍内側に接続部材カバー２０を設けて、本体側接続部材
４０を覆い、人体腕の皮膚に接触する不快感を軽減し、
【００３０】
（Ｍ）は、本体側袖Ｃの内側Ｈ先端近傍に、接続部材カバー２０をやや長く設けて、接続
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部材カバー２０の上側に、やや長い本体側接続部材４０を設け、袖口側袖Ｄの本体側内側
に、袖口側接続部材４１を設けると、本体側接続部材４０の任意の部位に袖口側接続部材
４１を任意に移動させて接合出来るので、
ジャケット（上着）を着用した際、交換袖口３が上着の袖口から出る幅を調節でき、又接
続部材カバー２０で、本体側接続部材４０の肌接触不快感を緩和出来、
【００３１】
（Ｎ）は、本体側袖Ｃ先端近傍内側と、接続部材カバー２０先端近傍内側に、本体側接続
部材４０を設け、
袖口側袖Ｄの本体側先端に袖口側接続部材４１を設け、
それぞれの本体側接続部材４０の間に、袖口側接続部材４１を挿入して接続し、本体側袖
Ｃと袖口側袖Ｄを接合し、本体側接続部材４０を接続部材カバー２０で覆い、
【００３２】
図８（Ａ）は、交換袖口３の先端を外側に折り返して二重にし、二重交換袖口３１を構成
したもので、折り返した先端で外側から接続部材２９を覆い、
（Ｂ）は、ＡーＡ断面図で、折り返し端３０を接続部にかぶせて、接続部材カバー２０と
して用い、又接続部材２９には、面ファスナー、線ファスナー（ジッパー）類のいずれで
もよく、
（Ｃ）は、交換袖口３の一重又は二重のいずれかの縁辺に、装飾部材５７を設け、晴れの
催事場所に着用すると、美麗であり、袖口接続部材４には布形状面ファスナー又は線形状
チャックファスナーのいずれでもよく、
【００３３】
（Ｄ）は、交換袖口３の一重又は二重のいずれかの縁辺及び上面に、装飾部材５７を複数
設け、袖口接続部材４には布形状面ファスナー又は線形状チャックファスナーのいずれで
もよく、
（Ｅ）は、二重交換袖口３１の折り返し端３０の先端を伸展して、接続部材カバー２０と
して用いる方法で、
帯形状部材１の先端にファスナー類１９（この場合は線ファスナーの二分割できるチャッ
クの一方片）を設け、
二重交換袖口３１の下側先端にファスナー類１９この場合は線ファスナーの二分割できる
チャックの他方片）を設け、
【００３４】
それぞれのファスナー類１９を接続して、折り返し端３０をファスナー類１９にかぶせて
、接続部材カバー２０とし、
又ファスナー類１９には面ファスナー類又は線ファスナー類のいずれでもよく、
又は帯形状部材１を用いず、ファスナー類１９に直接ワイシャツやブラウスシャツの袖
Ａを接続してもよく、
又接続部材２９には、面ファスナー、線ファスナー（ジッパー）類のいずれでもよく、
（Ｆ）は、二重交換袖口上側５９下面と二重交換袖口下側５８上面と帯形状部材１に、そ
れぞれ接合部材２９を設け、
二重交換袖口上側５９下面の接合部材２９と二重交換袖口下側５８上面の接合部材２９で
、
帯形状部材１の接合部材２９を挟んで接続し、
【００３５】
折り返し端３０の先端を伸展した接続部材カバー２０で、それぞれの接合部材２９を覆い
、又接続部材２９には、面ファスナー、線ファスナー（ジッパー）類のいずれでもよく、
（Ｇ）は、ワイシャツやブラウスシャツの袖Ａの先端と二重交換袖口下側５８上面に、接
続部材２９を設けて、それぞれを接合して、ワイシャツやブラウスシャツの袖Ａの先端と
、二重交換袖口３１を接合し、又接続部材２９には、面ファスナー、線ファスナー（ジッ
パー）類のいずれでもよく、
【００３６】
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図９は、袖口側袖Ｄを本体側袖Ｃに着脱自在に接続して、交換袖口３を着脱自在に接続す
る断面図で、図７の（Ｉ）～（Ｎ）に関連し、
（Ａ）は、交換袖口３に袖口側袖Ｄの基部を接続し、先端に接続部材（ファスナー類）３
１を接続し、本体側袖Ｃの先端に接続部材（ファスナー類）３１と接続部材カバー外側３
３と、
接続部材カバー内側３２を接続し、それぞれを接合して、交換袖口３を着脱自在に接合し
、接続部材カバー内側３２は接続部材（ファスナー類）３１が皮膚に接触する不快感を軽
減し、
接続部材カバー外側３３は、接続部材（ファスナー類）３１を覆い外側Ｂからの外観を良
くし、
【００３７】
（Ｂ）は、交換袖口３に袖口側袖Ｄの基部を接続し、先端に接続部材（ファスナー類）３
１を接続し、
本体側袖Ｃの先端近傍に、接続部材カバー内側３２と接続部材（ファスナー類）接続切片
３４の基部を接続し、
接続部材（ファスナー類）接続切片３４の先端に、接続部材（ファスナー類）３１を接続
し、それぞれを着脱自在に接合して、
接続部材カバー内側３２で、接続部材（ファスナー類）３１が腕の皮膚に接触する不快感
を軽減し、
本体側袖Ｃの先端部位が、接続部材（ファスナー類）３１を覆いカバーとして作用し、外
側Ｂの外観を良くし、
【００３８】
（Ｅ）は、（Ｂ）の斜視図で、接続部材（ファスナー類）接続切片３４を、本体側袖２３
の先端近傍全周囲に設けて、
接続部材（ファスナー類）３１を先端に設け、袖口側袖Ｄの本体側先端に、接続部材（フ
ァスナー類）３１を設けて、
それぞれを着脱自在に接合して、袖口側袖Ｄを本体側袖２３に接合し、交換袖口３を着脱
自在に接続し、（Ｅ）は（Ａ）の類似斜視図で、
【００３９】
（Ｃ）は、面接合部材の、接続部材（ファスナー類）３１を本体側袖Ｃの、内側先端より
やや本体側に接続し、接続部材カバー内側３２を内側の接続部材（ファスナー類）３１よ
り本体側に設け、
本体側袖Ｃの先端で、本体側袖Ｃの接続部材（ファスナー類）３１と袖口側袖Ｄの接続部
材（ファスナー類）３１を覆外観を良くし、袖口側袖Ｄの接続部材（ファスナー類）３１
と本体側袖Ｃの接続部材（ファスナー類）３１を接続部材カバー内側３２で覆い、腕に接
続部材が接触する不快感を無くし、
【００４０】
（Ｄ）は、線接合部材の、接続部材（ファスナー類）３１を本体側袖Ｃの、内側先端より
やや本体側に接続し、接続部材カバー内側３２を内側の接続部材（ファスナー類）３１よ
り本体側に設け、
本体側袖Ｃの先端で、本体側袖Ｃの接続部材（ファスナー類）３１と袖口側袖Ｄの接続部
材（ファスナー類）３１を覆外観を良くし、袖口側袖Ｄの接続部材（ファスナー類）３１
と本体側袖Ｃの接続部材（ファスナー類）３１を接続部材カバー内側３２で覆い、腕に接
続部材が接触する不快感を無くし、
【００４１】
図１０（Ａ）は、ワイシャツやブラウスシャツの袖Ａの先端縁辺外側両端に渡り、本体側
接合部材(接合離反テープ類）２５を接続し、この際、面ファスナーを使用する場合は接
合面を上側にし、
交換袖口３のワイシャツやブラウスシャツの袖Ａ側の、先端の内側両端に渡り、袖口側袖
接合部材(接合離反テープ類)２６を接続し、この際、面ファスナーを使用する場合は接合
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面を下側にし、
それぞれを接合して、ワイシャツやブラウスシャツの袖Ａの下に交換袖口３を着脱自在に
接合し、
【００４２】
（Ａ）ーaは、ワイシャツやブラウスシャツの袖Ａの縁辺近傍の内側両端に渡り、本体側
接合部材(接合離反テープ類）２５を接続し、この際、面ファスナーを使用する場合は接
合面を下側にし、
交換袖口３のワイシャツやブラウスシャツの袖Ａ側の、先端の外側両端に渡り、袖口側袖
接合部材(接合離反テープ類)２６を接続し、この際、面ファスナーを使用する場合は接合
面を上側にし、
それぞれの接合部材をを接合して、ワイシャツやブラウスシャツの袖Ａの下側に交換袖口
３を着脱自在に接合し、
（Ｂ）は、ワイシャツやブラウスシャツの袖Ａの先端縁辺両端に渡り、帯形状部材１を設
けて、その内側に本体側接合部材２５を設け、この際、面ファスナーを使用する場合は接
合面を下側にし、
【００４３】
交換袖口３のワイシャツやブラウスシャツの袖Ａ側の、先端の外側両端に渡り、袖口側袖
接合部材(接合離反テープ類)２６を接続し、この際、面ファスナーを使用する場合は接合
面を上側にし、
それぞれの接合部材を接合して、交換袖口３をワイシャツやブラウスシャツの袖Ａの下側
に着脱自在に接合し、
（Ｃ）は、ワイシャツやブラウスシャツの袖Ａの先端縁辺両端に渡り、帯形状部材１を設
けて、その外側に本体側接合部材２５を設け、
【００４４】
この際、面ファスナーを使用する場合は接合面を上側にし、交換袖口３のワイシャツやブ
ラウスシャツの袖Ａ側の先端の外側両端に渡り
、袖口側袖接合部材(接合離反テープ類)２６を接続し、この際、面ファスナーを使用する
場合は接合面を下側にし、
それぞれの接合部材を接合して、交換袖口３をワイシャツやブラウスシャツの袖Ａの上側
に着脱自在に接合し、
（Ｄ）は、ワイシャツやブラウスシャツの袖Ａの先端縁辺両端に渡り、帯形状部材１を設
けて、その帯形状部材１の先端縁辺両端に渡り線ファスナー（ジッパー）４５を設け、
交換袖口３のワイシャツやブラウスシャツの袖Ａ側の先端の外側両端に渡り線ファスナー
（ジッパー）４５を設け、（線ファスナー（ジッパー）４５は内側に設けてもよい）
【００４５】
それぞれの線ファスナー（ジッパー）４５を接合して、交換袖口３をワイシャツやブラウ
スシャツの袖Ａに着脱自在に接合し、
（Ｅ）は、ワイシャツやブラウスシャツの袖Ａの先端縁辺両端に渡り、線ファスナー（ジ
ッパー）４５を接続し、
交換袖口３のワイシャツやブラウスシャツの袖Ａ側の先端の外側両端に渡り、線ファスナ
ー（ジッパー）４５を接続して設け、（線ファスナー（ジッパー）４５は内側に設けても
よい）
それぞれの線ファスナー（ジッパー）４５を接合して、交換袖口３をワイシャツやブラウ
スシャツの袖Ａに着脱自在に接合し、
【００４６】
図１１（Ａ）は、本発明に使用する、布形状の面ファスナー５３を示し、
面ファスナー片a４２と面ファスナー片ｂ４３を、一対として構成される面ファスナーで
、
（Ｂ）は、ＡＡの横視５１図で、面ファスナー５３を構成する、面ファスナー片a４２に
接合面a４７を有し、面ファスナー片ｂ４３に接合面b４７を有し、それぞれが密着して接
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合面４４で接続し、
（Ｃ）は、本発明に使用する、線ファスナー（ジッパー）４５で、右布形状部材４６と左
布形状部５６の長手方向同側面両端に渡り接合面４４を設けて接合し、接合離反部材５２
を摺動して接合面４４を接合離反し、
【００４７】
（Ｄ）は、（Ｃ）を接合する途中の図で、接合面e４７と接合面ｄ４８を接合するには、
端部材a５４を接合離反部材５２と固定子６８に挿通して密接し、
接合離反部材５２を上方へ摺動すると接合し、
接合離反部材５２を下方へ摺動すると離反し、
端部材a５４を接合離反部材５２から抜き去ると、右布形状部材４６と左布形状部材５６
が分離し、
右布形状部４６又は左布形状部５６のいずれかを、
ワイシャツやブラウスシャツの袖Ａ又は帯形状部材１又は交換袖口３のいずれかに接続し
て使用し、
【００４８】
（Ｅ）は、本発明に使用する、ホック形状接合部材５５が接合した状態で、ホック片ｂ４
９とホック片a５０に設けられた接合面４４で接合し、
（Ｆ）は、ＢＢ方向から見た図で、
交換袖口３にホック片a５０を貫通して設け、
帯形状部材１にホック片ｂ４９を貫通して設け、
ホック片a５０とホック片ｂ４９が接合面４４で嵌合して、
交換袖口３と帯形状部材１が着脱自在に接続し、
この際、交換袖口３又は帯形状部材１に接続するには、ホック片ｂ４９又はホック片a５
０のどちらでもよく、
（Ｇ）は、本発明に使用する、凸部材６４と凹部材６６の、凹部６７に凸部６５を嵌設し
た状態で、
（Ｈ）は、凸部材６４と凹部材６６を離反した状態で、凸部材６４と凹部材６６は複数設
けると、接合が強くなり、
【００４９】
図１２の、（Ａ）～（Ｄ）は、交換袖口３の略中央と両端にホック片a５０を設け、
帯形状部材１の略中央と両端にホック片ｂ４９を設けて、
ホック片a５０とホック片ｂ４９を着脱自在に接続することで、
交換袖口３と帯形状部材１を着脱自在に接続し、
これにより接合部位がずれることなく接続可能であり、又ホック片a５０とホック片ｂ４
９は３個に限定せず、複数設けてもよく、又、面接合部材とホック接合部材を混合して用
いてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】面接続部材による接続方法
【図２】長切片による接続方法
【図３】長接合部材による接続方法
【図４】短切片による接続
【図５】長袖先端接続方法
【図６】袖切断接合方法
【図７】接合部カバー
【図８】装飾部材を付ける
【図９】袖切断接合断面
【図１０】線接続部材による接続方法
【図１１】面・線・ボタン接続部材による接続方法
【図１２】ボタン接続部材による接続方法
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【符号の説明】
【００５１】
　Ａワイシャツ類やブラウスシャツ類の袖
　Ｂ外側
　Ｃ本体側袖
　Ｄ袖口側袖
　Ｅ袖先端
　Ｆ長袖先端
　Ｇ長袖
　Ｈ内側

　１帯形状部材
　２袖側接続部材
　３交換袖口
　４袖口接続部材
　５袖側帯部材中央部
　６交換袖口中央部
　７長切片接続部材
　８長切片
　９ファスナー類接続部
　１０交換袖口接続部材
　１１袖接続部材
　１２袖側帯部材中央部
　１３袖口側接続部材
　１４長接続部材
　１５袖側中央接続部材
　１６短切片接続部材
　１７短切片
　１８隙間
　１９ファスナー類
　２０接続部材カバー
　２１接続部材カバーa
　２２接続部材カバーb
　２３本体側袖
　２４袖口側袖
　２５本体側接合部材(接合離反テープ類）
　２６袖口側袖接合部材(接合離反テープ類)
　２７接続部材カバーｄ
　２８接続部材カバーｃ
　２９接続部材
　３０折り返し端
　３１接続部材（ファスナー類)
　３２接続部材カバー内側
　３３接続部材カバー外側
　３４接続部材（ファスナー類）接続切片
　３５袖中央接続部材
　３６ファスナー布部分
　３７袖口側接続部（ファスナー類）
　３８帯側接続部（ファスナー類）
　３９交換袖口後方突出部
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　４０本体側接続部材
　４１袖口側接続部材
　４２面ファスナーa
　４３面ファスナー片ｂ
　４４接合面
　４５線ファスナー（ジッパー）
　４６右布形状部
　４７接合面a
　４８接合面ｄ
　４９ホック片ｂ
　５０ホック片a
　５１横視
　５２接合離反部材
　５３面ファスナー
　５４端部材a
　５５端部材b
　５６左布形状部
　５５ホック形状接合部材
　５６帯形状部材突出部
　５７装飾部材
　５８二重交換袖口下側
　５９二重交換袖口上側
　６０接続部
　６１帯中央接続部材
　６２短切片
　６３短切片接続部材
　６４凸部材
　６５凸部
　６６凹部材
　６７凹部
　６８固定子
【要約】
【課題】
　ワイシャツやブラウスシャツの袖口が汚染した際、全体を洗濯することなく、交換可能
な、袖口をワイシャツやブラウスシャツの袖口に着脱自在に装着し、ワイシャツやブラウ
スシャツ本体の洗濯回数を減少できる。
【手段】
　ワイシャツやブラウスシャツの袖先に接続部材を設け又は帯形状部材を設けて接続部材
を接続し、布形状部材で構成した袖口の袖側に接続部材を設け又は帯形状部材を設けて接
続部材を接続し、又は袖口を有する任意の箇所で切断し、双方の切断部位に接続部材を設
け、それぞれの接続部材を着脱自在に接続して袖口を交換する
それぞれの接続部材を着脱自在に接続して袖先に袖口を着脱自在に接続する。
【選択図】図１
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【図３】 【図４】
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【図７】 【図８】
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【図１１】 【図１２】
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